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L　研 究の 目的

　方略の使用が言語学習 にお い て 重要な要因の 1 つ と考え られ るよ うに なり、 方略訓練に

つ い て の 研 究 も数多 く報 告 され る よ うに な っ た （例 え ば 、 Cohen，
1998； Oxford 　 l996；

Takeuchi＆ Wakalnoto
，
2001）。 しか し 、

こ れ らの 研究で は 、 方略訓練の 効果が量的に分析さ

れ てお り、新 し く教授 され た方略を、学習者 が どの よ うに習得 して ゆ くか の プ ロ セ ス に関

して は十分に明 らか に されてい な い
。 そ こ で本研究で は、読解方略の 訓練に 焦点 を絞 り、

訓練の 方法およびデー
タ 収集の 手段 と して 質的 ア プ ロ

ーチ で あ るポー トフ ォ リオ を使用 し

て 、学習者の英語能力 に よ り、新 しい 方略の 学習過程 に どの よ うな差異が見 られ るの か を

検討 した 。

2． 方法

　被験者は 、 外国語 として の 英語を学習する 日本人大学生 30名 であ っ た 。 その うち、ク ロ

ーズテ ス トお よび授業の 平常点に よ り、上 ・ 下位群 として 各 5名を抽出 した 。 被験者の 方

略使用お よび学習状況に つ い て の データは、調査紙 （読解タス クを付 随） とポー トフ ォ リ

オ に よ り収集 され た 。 具体的な手順 では、まず、読解学習に効果的 と考え られ る方略の 訓

練を毎授業時 （合計 8 回）に約 20分間実施 した 。 この 後 、 授業時間外 の 課題 として 、 授業

中に学習 した方略を再度利用 し、 その 使用状況 、感想に つ い て詳 しく記述 させ 、 これを提

出させ た （ポ
ー トフ ォ リオ）。 授業内にお ける訓練の 内容 は 、 方略の 使用方法を明示 的に説

明 し演習を行 う （2 回 目以降は 、 前回学習 した方略の 復習 も実施 ） とい うもの であ っ た 。

こ の 訓練の 前後 に 、 被験者の 方略使用頻度に関するデータ が調査紙 に より収集され た 。

3． 結果

　主 な結果 と して 、次の 2 点が明 らか となっ た。第 1 に、学習者の英語 能力 に よ り、 新た

に学習した方略の 有効性 を検証す る方法が異なるこ とがわか っ た 。
つ ま り、下位群が 、 方

略 を使用 した読解作業の み に よ り、その 有効性 を検討 して い たの に対 して 、上位群 は、方

略を使用 した場合 と使用 しなか っ た場合の 2 通 りの 読解作業を行い 、 その 比較に よ り方略

の有効性 を検証 してい た 。

　第 2 に、学習者の 英語能力に より、方略の 有効性 に対する判断基準が異な る こ ともわか

っ た 。 具体的には 、 新たに 学習した方略 を うま く使用で きな か っ た場合、下位群は、
一

度

き りの 使用で 即座 に、 自分 に不向きな方略 と判断 して しま っ てい たが 、上位群は、文章 と

の 相性や 、 方 略の 使用方法の 良し悪 しな ども考慮 し、方略の 有効性 を多角的に検討 して い

た 。
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　発 表では 、 分析結果の よ り詳細を報告する とともに 、 ポー トフ ォ リオの 質的分析 よ り見

出 され た方略学習過程 に 関する仮説 を 、 今後 どの よ うに量的 に検証 してゆ ≦の か につ い て

も言及する 。 さらに 、 ポー トフ ォ リオ を使用 した方略訓練の 具体的方法や、被験者が 実際

に作成 したポー トフ ォ リオ も紹介する予定で ある 。
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